
NO. 質問 回答

1

仕様書ｐ3「5．成果物」について

以下の記述がありますが、こちらはどの業務項目に対応する成果物で

しょうか。『電子媒体　・システムのプログラム・データ及びシステ

ム設計・説明書を収納した　外付けハードディスク １枚』

仕様書「３．（２）地域における取組調査及び支援の内容」で、

「支援内容には、ガイドラインやシステムの活用や支援自治体の自

主的な取組が進む方法の提案を含むものとする。」とあり、システ

ムを活用した場合の成果物の収納を想定しています。

2

仕様書ｐ5「（2）地域における取組調査及び支援」について

過年度において、支援対象地域での地下水採水および化学分析を実施

したとありますが、今年度必要な場合、採水及び分析に関する費用は

自治体その他から手当てされるものと想定し、本業務実施内容には含

まないものと考えてよいでしょうか。

採水及び分析については、自治体又は委員から提供いただくことを

想定していますので、本業務実施内容には含まれておりません。

　　質問回答

本システムはネットワークを介してシステムを利用するWEBシステ

ムです。システムをインストールするにあたり必要となる機材は下

記のとおりです。

①令和5年度「地下水保全を目的とした硝酸性窒素等地域総合対策の

推進に関する調査・検討業務」で納品されたHDD（マイクロソフト

社の仮想環境（Hyper-V）上で動作するvhdx形式ファイルが格納さ

れているもの）

②インストール対象クラウドのハードウエア（必要スペックは表１

に示す通り）

※このシステムはWEB型のシステムであるため、上記の性能を満た

すサーバでのみ動作可能です。ご注意ください。

③仮想マシン構築サーバのIPアドレス、サブネットマスク、デフォ

ルトゲートウェイ、DNS1、DNS2

※本システムはネットワークを介して動作するシステムであるた

め、利用にあたっては接続するネットワーク管理者（LANの情報部

門担当者等）に確認のうえIPの払い出しを行った上でインストール

を行ってください。

④ArcGISのライセンスキー（ESRIジャパン株式会社の販売代理店よ

り「EDN ArcGIS for Desktop Standard」を購入の上、入手）

仕様書ｐ1「地下水汚染・挙動把握システム（仮称）」について

2．業務目的および3．業務の内容（2）に”システムの活用”とありま

すが、必要な場合において受託者および支援対象自治体担当者が使用

できるよう、システム稼働に必要なパッケージとしてのモジュール一

式及び利用ライセンス等が無償で貸与されるものと考えてよいでしょ

うか。また、システム稼働に必要なPCは、Microsoft Windowｓ10が

稼働する事務作業用用途の性能（メモリ16GB,ストレージ容量

256GB、CPU：11th Gen Intel Core  i5-1145G7  2.60GHz程度）程度

を想定してよいでしょうか。

3


